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6～7㌻視察報告（総務・産業建設・文教民生・広報）

議会報告会　クマ対策など106件の声
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議会報告会

　
11
月
11
日
か
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ま
で
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に
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り
、
市
内
10

地
区
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議
会
報
告
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催
し
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議
会
報
告
会
に
は
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が
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
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言
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
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。
議
会
と
し
て
そ
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大
切
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、
市
政
へ
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言
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論
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
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市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
報
告
書
な
ど
を
公
開
し
て
い
ま

す
が
、
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

閉校校舎の有効活用

ク マ 対 策

学 校 給 食

閉校校舎が解体されていくのはもったいな
い。

クマ対策として、子どもた
ちの通学については大崎市
鳴子地区でスクールバスに
よる対応が取られているよ
うだが、栗原市でも希望者
が乗車できるようにしては
どうか。

給食費無償化維持のために県への要望など、
本当に頑張ってもらいたい。現状の市内の学
校給食の単価はいくらか。地場産品を積極的
に活用してほしい。できない理由はあるのか。

合併特例債の発行期限 ( 令和 12 年度 ) を
見据えて、大規模な解体工事を優先に進め
ている。合併特例債を使うと、市の費用負
担は実質３割で済む。
解体後の土地利用も課題となっている。今
後の議論の中で参考にしていきたい。

文部科学省が作成した基準
を根拠に、学年ごとの通学
距離を利用基準として運用
している。現状はクマ対策
の関係もあるので、市への
要望をしていきたい。

県への要望は今回２回目。今後も財政支援を求
める活動を継続していく。令和７年度の市内の
給食は１食あたり小学校は３２６円、中学校は
３８９円。地場産品の活用はできるだけ発注
業者に求めているが、安定供給に課題がありか
なっていない。

市民の声を受け止める
議会報告会

解体される旧畑岡小学校

小学校（低学年）の給食

※クマの出没が多い地区で 12月 23日まで
緊急的にスクールバスの利用拡大措置を行
いました。
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民生委員の負担軽減

企業誘致の現状は

用水路の維持管理

部活動の地域移行

地域に精通している民生委員は誰でもできる役
職ではないが、委員も過去最高の高齢化率と
なっているように感じる。地区の掛け持ちなど
もあり、１００人程を担当している場合もある
が、負担軽減はできないか。

合併から 20年が経過し、人口が減り、活気が
なくなってきた。それを打破する方策として、
企業誘致が考えられる。どのようになっている
のか。

高齢化で用水路の維持管理が大変。防火
水利確保にも使われているため支援はで
きないか。

市の方向性や見通しが十分に感じら
れない。目標やビジョンを明確にす
べき。子どもが主体的に部活動に関
わることが重要であり、技術面に偏
らない活動も大切である。文化部は
地域団体と一緒に活動している事例
もあることから、今の取り組みを活
かした掘り起こしも必要である。

市に相談の上、やむを得ず欠員という地区もあ
る。また、状況が切実であることを伝え要望し、
実際に民生委員が増員された例もある。負担軽
減につながるよう、議会でも努力していく。

市では企業誘致を推進しているが、大規模
な工場用地が不足している。また、企業立
地投資奨励金や立地促進奨励金などの支援
制度を設けているので誘致につなげたい。

現場の状況をよく調査しながら、防火水
利としての位置付けを含めて検討してい
きたい。

受け皿となるクラブや団体がある
かが重要である。市の方向性も、地
域クラブの掘り起こしが進むこと
で、より明確になると考える。現
在は運動部を中心に検討している
が、文化部は受け皿となる団体が
少ない状況である。

議会報告会でいただいた声（内容別）

内　　　　　容 件　数
獣害（イノシシ・クマ）対策 13
議会活動 12
学校給食のあり方・給食費無償化 9
学校教育・社会教育・文化財 9
農業政策 8
まちづくり 7
防火水槽の管理・消防水利など 7
高齢者支援など 6
河川道路の管理 5
指定廃棄物などの処理 5
子育て支援・少子化対策 4
病院問題 4
部活動の地域移行 4
観光振興 3
その他 10

合　　　　　計 106

議会報告会の様子
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